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共鳴トンネルダイオード(RTD)テラヘルツ発振器は，室温動作するコンパクトなテラヘルツ光

源として注目されている[1]。RTD 発振器を社会実装するための一つの課題として，位相安定性の

問題がある。位相安定化の手法として，発振状態の RTD に共線幅の制御光を注入する注入同期が

調べられてきた[2,3,4]。その中でも，発振周波数の整数分の１の周波数の光を注入光として用いる

手法は，サブハーモニック注入同期[3,4]と呼ばれている。前回の講演では，サブハーモニック注入

同期の確認はできたが，その原理の解明には至らなかった[5]。サブハーモニック注入同期の原理

として，RTD の電流電圧特性の非線形項に起因して発振器内部で注入光の倍波が発生し，その倍

波によって注入同期が起こるというモデルが提唱されている[3]。このモデルにおいては弱励起領

域では，ロッキングレンジは基本の注入同期の場合，注入光強

度の 2分の 1乗，2分の 1のサブハーモニック注入同期の場合，

注入光強度の 1乗に比例すると予測されている。しかし，式が

成り立つ弱領域での注入光強度依存性は実験的には明らかに

なっていない。本研究の目的は，ロッキングレンジの注入光強

度依存性を弱領域にて測定してこのモデルを検証し，サブハー

モニック注入同期の原理を明らかにすることである。 

 本実験では、RTDに注入する周波数を，発振周波数付近と発

振周波数の 2分の 1付近において変化させ，基本の注入同期と

2 分の 1 のサブハーモニック注入同期におけるロッキングレン

ジをそれぞれ測定した。また，注入光強度を変化させることで

ロッキングレンジの注入光強度依存性を測定した。その結果を

図１に示す。発表では，注入光強度依存性だけでなくロッキ

ングレンジの絶対値にも着目して議論する。 

図１ 注入同期の起こる周波数範囲であるロ

ッキングレンジと注入光強度の対数プロッ

ト。×は基本の注入同期，〇はサブハーモニ

ック注入同期の実験結果。赤色破線は傾き

0.5，青色点線は傾き１の直線である。 
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